
同志社大学「次世代研究者」プロファイル

2018年8月現在

氏名
フリガナ

性別 女 生年

氏名（英字） メールアドレス

学歴

職歴

指導教員 取得学位 博士（政治学） 専修外国語・読解可能な外国語 英語

研究分野

科研費分類による研究分野

研究テーマ

研究概要

研究業績

所属学会

志望進路
進路

自己PR

取得資格等

※メールアドレスの（a）は＠を表しています

　

政治学と軍事史の両方を概念枠組みとして用いながら、ベトナム戦争後のアメリカの戦略を分
析する研究に取り組んでいます。2018年4月からは、政治学Ｉとアメリカの安全保障戦略の授業
を担当しています。英国では戦略と軍事史の歴史を、米国ではケースメソッドを用いた戦略・作
戦分析を学んできました。

アメリカ海兵隊の作戦・戦術構想の変容

博士論文では、ベトナム戦争後のアメリカ海兵隊の作戦・戦術構想の変容を解明することで、
2003年の海兵隊の「電撃戦」型の作戦の起源を描きました。海兵隊が機動戦構想と称される構
想を採用した背景、機動戦構想の思想的背景そして編制や教育改革における制度化を考察し
ました。機動戦構想の採用は、戦略環境の変化への対応ではなく、戦場での勝利を追求した結
果であることを描きました。今後は、機動戦構想を採用した海兵隊の戦い方がどのように変化し
たのか、ケースを考察していきます。1990年代から現在までを扱います。

(論文、査読あり)
「米国海兵隊の水陸両用作戦構想の変化－湾岸戦争後の機動戦構想と作戦レベル構想の適用」『戦略
研究』第20号、pp.75-91、2017年3月28日。
 (論文、査読なし)
「クラウゼヴィッツの読み直しと陸戦ドクトリンへの影響－ベトナム戦争後のアメリカにいて－」『国際情勢』
国際情勢研究所、第82号、pp.143-156、2012年2月。
「アメリカ海兵隊と詭動戦ドクトリン－導入背景に関する一考察－」『国際情勢』国際情勢研究第第83号、
pp.145-156、2013年2月。
（学会発表）
「英国陸軍と戦争学―『作戦レベル』概念観点からの陸軍の統帥の再解釈―」、日本防衛学会第5回研究
大会、部会１（自由論題）、神奈川、2011年11月26日。
「ベトナム戦争後のアメリカ海兵隊のドクトリン改訂に関する一考察」国際安全保障学会第5回定例研究
会、京都、平成25年7月6日。
「『作戦次元』概念の軍事史研究への適用」、クラウゼヴィッツ学会月例会、東京、2011年2月22日。
“Brain of the U.S. Marine Corps: USMC’s doctrinal reform after the Vietnam,” The American-Japan
Society, International House of Japan, Tokyo, Sep. 29 2013. (In English)
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2008年3月　同志社大学卒業
2008年4月　同志社大学法学研究科博士前期課程入学
2009年9月　同志社大学法学研究科博士前期課程中退
2009年9月　バーミンガム大学政治学及び国際学修士課程入学
2010年10月　バーミンガム大学政治学及び国際学修士課程修了 M.A.（Taught) International
Relations (Security) with　Merit取得
2013年4月　同志社大学法学研究科博士後期課程入学
2016年9月から2017年7月　海兵隊大学海兵隊図書館へ訪問学生として留学
2018年3月　同志社大学博士号（政治学）を取得

2014年4月から2016年3月　 日本学術研究会特別研究員（DC2）
2018年4月から現在　　　　　同志社大学開発推進機構及び法学部特任助教

浅野亮教授

研究活動

安全保障、軍事史、戦略


